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目的 定期フェリー、海洋観測で得られた35年間の水温データを解析し，
鹿児島県海域表層水温の長期変動の知見を得る。

鹿児島県海域における水温の長期変動

鹿児島県海域表層水温の回帰分析結果

鹿児島湾の表層水温分布変化

使用データ：定期フェリー観測、浅海定線観測、鹿児島大学水産学部南星丸での海洋観測で得られた水温（5m）

1980～89年平均水温 1990～99年平均水温 2003～09年平均水温 2010～15年平均水温

今後も本県海域の水温モニタリングを行うとともに、水産生物への
影響についても検討していく。

0.02℃/年上昇

0.0034℃/年上昇

0.03℃/年上昇

0.0067℃/年上昇

北部海域は上昇傾向が大きい。
2010年以降は概ね低下傾向にある。

使用データ：定期フェリー水温観測（5m）

※ クイーンコーラル8による観測は西海区
水産研究所との共同観測

鹿児島湾の
表層水温は
35年間で約
0.5～1.0℃
上昇
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